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【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】 　 シ リ ン ダ ー （ ９ ） 内 で 上 下 に 移 動 す る ピ ス ト ン （ １ １ ） と 、 シ リ ン ダ ー （
９ ） に 接 続 さ れ る か 、 ま た は 、 そ れ と 一 体 化 し た 部 片 と し て 形 成 さ れ る ク ラ ン ク ケ ー ス （
２ ０ ） 内 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 か つ 、 ピ ス ト ン （ １ １ ） の 上 下 動 に よ っ て 回 転 す る よ う
に 設 け ら れ た ク ラ ン ク 軸 （ １ ２ ） と 、 頂 部 に お い て シ リ ン ダ ー 、 燃 焼 室 （ ４ ）
を 形 成 す る シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド （ １ ） と 、 ク ラ ン ク 軸 （ １ ２ ） に よ っ て 制 御 さ れ 、 燃 焼 室 （
４ ） を 入 口 開 口 部 （ ５ ） ま た は 出 口 開 口 部 （ ６ ） に 選 択 的 に 接 続 す る 回 転 弁 （ ２ ） と 、 燃
料 、 油 、 空 気 の 混 合 体 に よ る 潤 滑 を 構 成 す る た め の 気 化 器 （ ３ ） と 、 回 転 弁 （ ２ ） を 介 し
シ リ ン ダ ー ／ ク ラ ン ク ケ ー ス 室 （ １ ０ ） が オ ー バ ー フ ロ ー 管 （ ８ ） を 通 じ て 燃 焼 室 （ ４ ）
に 接 続 さ れ る こ と が で き る オ ー バ ー フ ロ ー 管 （ ８ ） と を 含 む 四 サ イ ク ル 内 燃 機 関 （ １ ０ ）
に お い て 、
　 気 化 器 （ ３ ） は 入 口 開 口 部 （ ５ ） に 直 接 接 続 し て い る こ と 、 回 転 弁 （ ２ ） は 第 １ の 位 置
に お い て 気 化 器 （ ３ ） を 燃 焼 室 （ ４ ） に 接 続 し 、 第 ２ の 位 置 に お い て オ ー バ フ ロ ー 管 （ ８
） を 介 し て 気 化 器 （ ３ ） を シ リ ン ダ ー ／ ク ラ ン ク ケ ー ス 室 （ １ ０ ） に 接 続 し 、 第 ３ の 位 置
に お い て オ ー バ フ ロ ー 管 （ ８ ） を 介 し て シ リ ン ダ ー ／ ク ラ ン ク ケ ー ス 室 （ １ ０ ） を 燃 焼
室 （ ４ ） に 接 続 し 、 か つ 、 チ ャ ン ネ ル （ １ ７ ） を 介 し て 燃 焼 室 （ ４ ） を 出 口 開 口 部 （ ６ ）
に 接 続 し 、 こ れ に よ り 回 転 弁 （ ２ ） は 内 燃 機 関 （ １ ０ ０ ） の 運 転 中 、 継 続 し て 作 動 す る よ
う に 構 成 す る こ と と 、 上 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 位 置 は 、 そ れ ぞ れ 正 確 な 時 点 に お い て
の み 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 四 サ イ ク ル 内 燃 機 関 。
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